
 

 

 

 

 

 

 

「隣」 

─初稿─ 

 

 

 

2023/06/28 

石川 



 

〈

人

物

表

〉

 

林 
一
郎 

 

（
１
６
） 

市
立
東
高
校
１
年
生 

 

松
井 

み
な
み 

（
１
６
） 

市
立
東
高
校
１
年
生 

 

男
子
生
徒 

 

（
１
６
） 

市
立
東
高
校
１
年
生 

そ
の
他 

  

ロ
グ
ラ
イ
ン 

み
な
み
に
恋
す
る
林
は
、
バ
ス
で
み
な
み
と
男
子
生
徒
の
関
係
の
始
ま
り
を
見
せ
つ
け
ら
れ
、

自
転
車
通
学
す
る
ハ
メ
に
な
る
。 

  

ね
ら
い 

み
な
み
に
対
す
る
林
の
、
好
き
ゆ
え
の
苦
し
み
を
楽
し
ん
で
も
ら
え
る
と
嬉
し
い
。 
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１
． 

バ
ス
停
・
丸
尾
駅
（
朝
） 

バ
ス
を
待
つ
人
々
。
先
頭
に
女
性
。 

バ
ス
が
来
て
、
乗
降
口
が
開
く
。 

 

２
． 
バ
ス
・
車
内
（
朝
） 車

内
に
人
は
少
な
い
。 

先
程
の
女
性
が
乗
り
込
む
。 

女
性
、
車
内
に
男
性
を
見
つ
け
、
手
を
振
る
。 

男
性
も
気
付
い
て
返
事
す
る
。 

女
性
、
歩
い
て
き
て
当
然
の
よ
う
に
男
性
の
隣
に
座
る
。 

何
や
ら
会
話
。 

離
れ
た
席
で
そ
れ
を
見
て
い
た
、
林
一
郎
（
１
６

）。 

 

３
． 

バ
ス
停
・
長
原
駅
（
朝
） 

同
じ
制
服
の
高
校
生
た
ち
が
乗
り
込
ん
で
く
る
。
市
立
東
高

校
で
あ
る
。 

林
、
興
味
あ
り
げ
に
乗
降
口
を
見
る
。 

そ
こ
に
は
松
井
み
な
み
（
１
６
）
の
姿
。
小
さ
な
ポ
ニ
ー
テ

ー
ル
の
可
愛
ら
し
い
少
女
で
あ
る
。 

林
、
隣
は
空
い
て
い
る
が
窓
側
に
寄
り
ス
ペ
ー
ス
を
つ
く
る
。 

高
校
生
、
そ
れ
ぞ
れ
に
座
っ
て
い
く
。 

林
、
周
り
の
席
を
見
る
。 

他
に
空
い
た
席
は
な
い
。 

み
な
み
が
来
て
、
林
の
隣
に
座
る
。
み
な
み
は
姿
勢
が
良
い
。 

林
、
窓
の
外
を
見
る
も
、
チ
ラ
リ
と
横
目
。 

み
な
み
は
英
単
語
帳
を
見
て
い
る
。 

林
、
腕
組
み
し
て
寝
た
フ
リ
を
と
る
。 

そ
の
と
き
バ
ス
が
揺
れ
、
み
な
み
が
寄
り
か
か
っ
て
く
る
。 

み
な
み
「
す
い
ま
せ
ん
」 

林
、
寝
た
フ
リ
。 

 

４
． 

バ
ス
停
・
市
立
東
高
校
前
（
朝
） 

バ
ス
が
着
い
て
、
ド
ア
が
開
く
。 
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５
． 

バ
ス
・
車
内
（
朝
） 林

、
ま
だ
寝
た
フ
リ
を
し
て
い
る
。 

続
々
と
降
り
て
行
く
生
徒
た
ち
。 

降
り
る
人
の
流
れ
を
見
て
み
な
み
も
席
を
立
つ
。 

林
、
後
に
続
こ
う
と
す
る
が
流
れ
に
乗
れ
ず
立
ち
つ
く
す
。 

 

６
． 

バ
ス
停
・
長
原
駅
（
朝
） 

座
っ
て
い
る
林
。
隣
は
空
い
て
い
る
。 

市
立
東
高
校
の
生
徒
た
ち
が
乗
り
込
ん
で
く
る
。 

男
子
生
徒
も
乗
り
込
ん
で
き
て
林
の
斜
め
前
の
席
に
座
る
。

背
が
高
く
、
大
き
な
部
活
バ
ッ
グ
を
持
っ
て
い
る
。 

林
、
乗
車
口
を
見
る
。 

み
な
み
は
ま
だ
来
な
い
。 

次
々
に
埋
ま
っ
て
い
く
座
席
。 

林
の
隣
は
ま
だ
空
い
て
い
る
。 

そ
の
と
き
乗
車
口
に
み
な
み
が
現
れ
る
。 

窓
側
に
詰
め
る
林
。 

み
な
み
、
乗
り
込
ん
で
き
て
、
一
瞬
立
ち
止
ま
る
。 

林 
 

「
？
」 

み
な
み
、
周
り
を
気
に
し
て
、
林
の
斜
め
前
の
席
、
つ
ま
り

部
活
カ
バ
ン
の
男
子
生
徒
の
隣
に
座
る
。 

一
方
、
林
の
隣
に
は
坊
主
頭
の
生
徒
が
座
る
。 

納
得
い
か
な
い
様
子
の
林
。 

林
、
み
な
み
が
気
に
な
っ
て
見
る
。 

み
な
み
、
体
を
丸
め
て
俯
い
て
い
る
。
耳
が
赤
い
。 

坊
主
頭
、
ウ
ト
ウ
ト
し
林
の
肩
に
何
度
も
頭
を
当
て
る
。 

と
う
と
う
強
く
払
い
の
け
る
林
。 

林
、
み
な
み
を
見
る
。 

俯
い
た
ま
ま
の
み
な
み
、
突
然
顔
を
上
げ
、
隣
の
男
子
生
徒

に
話
し
か
け
る
。 

林 
 

「
！
」 

男
子
生
徒
、
イ
ヤ
ホ
ン
を
外
し
会
話
に
応
じ
る
。 

み
な
み
、
緊
張
し
な
が
ら
も
積
極
的
に
話
し
か
け
る
。 

林 
 

「
…
…
」 
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男
子
生
徒
か
ら
も
話
題
を
振
る
。
み
な
み
は
愛
想
良
く
返
す
。 

林
、
目
つ
き
が
鋭
く
な
る
。 

男
子
生
徒
に
明
る
い
表
情
が
見
ら
れ
る
。
み
な
み
も
自
然
に

話
せ
て
い
る
。
初
め
よ
り
二
人
の
顔
が
少
し
近
づ
い
た
か
。 

林
、
も
う
た
だ
見
る
こ
と
し
か
で
き
な
い
。 

×
 
 
×
 

 
×

 

走
る
バ
ス
車
内
。 

バ
ス
が
揺
れ
、
み
な
み
が
男
子
生
徒
に
寄
り
か
か
る
。 

す
ぐ
に
離
れ
る
み
な
み
。
焦
っ
た
様
子
で
取
り
繕
い
、
俯
く
。 

男
子
生
徒
、
み
な
み
に
声
を
か
け
る
で
も
な
く
、
窓
の
外
に

目
線
を
外
す
。 

み
な
み
と
男
子
生
徒
の
間
に
で
き
た
気
ま
ず
い
空
間
。 

林
、
た
だ
見
て
い
る
。 

 

７
． 

バ
ス
停
・
市
立
東
高
校
前
（
朝
） 

バ
ス
が
着
き
、
ド
ア
が
開
く
。 

 

８
． 

バ
ス
・
車
内
（
朝
） 林

、
背
も
た
れ
に
ズ
ル
ズ
ル
と
、
い
じ
け
た
よ
う
な
姿
勢
で

み
な
み
た
ち
を
見
て
い
る
。 

立
ち
上
が
り
、
ゾ
ロ
ゾ
ロ
と
降
り
る
生
徒
た
ち
。 

林
、
人
の
流
れ
で
み
な
み
た
ち
の
席
が
見
え
な
い
。 

流
れ
が
過
ぎ
去
る
。 

林 
 

「
！
」 

み
な
み
と
男
子
生
徒
、
ま
だ
降
り
て
い
な
い
。 

林
の
隣
の
坊
主
頭
が
席
を
立
つ
。 

バ
ス
に
残
っ
た
の
は
、
林
、
み
な
み
、
男
子
生
徒
の
三
名
。 

林
、
み
な
み
を
見
る
。 

み
な
み
、
ま
た
俯
き
、
な
か
な
か
席
を
離
れ
よ
う
と
し
な
い
。 

少
し
照
れ
く
さ
い
様
子
の
男
子
生
徒
。 

林
、
気
に
な
っ
て
席
を
立
つ
こ
と
が
で
き
な
い
。 

間
。 

運
転
手
の
声
「
発
車
し
ま
す
よ
～
」 

そ
れ
で
も
動
か
な
い
み
な
み
。 
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男
子
生
徒
、
み
な
み
を
気
に
す
る
。 

林
、
降
り
る
か
ど
う
か
決
め
き
れ
な
い
。 

み
な
み
「
す
い
ま
せ
ん
、
降
り
ま
す
」 

と
、
席
を
立
つ
と
、
男
子
生
徒
を
促
す
。 

男
子
生
徒
も
席
を
立
ち
、
二
人
は
足
早
に
降
車
口
へ
向
か
う
。 

林
も
急
い
で
席
を
立
つ
。 

み
な
み
は
電
子
マ
ネ
ー
、
男
子
生
徒
は
あ
ら
か
じ
め
用
意
し

て
い
た
丁
度
の
小
銭
を
払
っ
て
降
り
る
。 

林
は
電
子
マ
ネ
ー
で
払
っ
て
降
り
る
。 

 

９
． 

バ
ス
停
・
市
立
東
高
校
前
～
正
門
（
朝
） 

バ
ス
が
発
進
す
る
。 

正
門
へ
と
続
く
道
。
登
校
し
て
く
る
生
徒
も
多
い
。 

林
、
二
人
の
様
子
を
後
ろ
か
ら
観
察
す
る
。 

会
話
が
な
く
、
少
し
離
れ
て
そ
の
場
に
立
ち
つ
く
す
二
人
。 

二
人
、
ど
ち
ら
か
ら
と
も
な
く
歩
き
出
し
、
今
度
は
男
子
生

徒
の
方
か
ら
み
な
み
に
話
し
か
け
る
。 

付
い
て
い
く
林
。 

顔
を
合
わ
さ
ず
話
し
て
い
た
二
人
だ
が
、
だ
ん
だ
ん
と
相
手

の
目
を
見
て
話
す
よ
う
に
な
る
。 

林 
 

「
…
…
」 二

人
の
距
離
は
自
然
と
近
く
な
っ
て
い
る
。 

 

１
０
． 

市
立
東
高
校
・
校
舎
（
朝
） 

林
の
前
を
歩
く
み
な
み
と
男
子
生
徒
。
男
子
生
徒
の
隣
に
は

み
な
み
で
あ
る
。 

教
室
前
ま
で
来
た
と
こ
ろ
で
、
男
子
生
徒
短
く
別
れ
の
挨
拶
。 

み
な
み
、
静
か
だ
が
明
る
く
答
え
る
。 

男
子
生
徒
、
教
室
に
消
え
て
い
く
。 

み
な
み
、
自
分
の
教
室
へ
。
遅
れ
て
林
も
み
な
み
と
同
じ
教

室
へ
入
る
。 

 

１
１
． 

林
家
・
玄
関
外
（
朝
） 

よ
く
晴
れ
た
日
。 
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制
服
姿
の
林
、
自
転
車
に
ま
た
が
り
キ
コ
キ
コ
漕
い
で
い
く
。 

  
 

 
 

（
終
） 


